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平
成
29
年
７
月

九
州
北
部
豪
雨
に
よ
る
被
害
に
対
す
る

林
野
庁
の
取
組

～「
流
木
災
害
等
に
対
す
る
治
山
対
策
検
討
チ
ー
ム
」中
間
取
り
ま
と
め
～

TOPICS

03

❶ 

九
州
北
部
豪
雨
に
よ
る

　 

被
害
の
概
要

　

平
成
29
年
７
月
に
発
生
し
た
九
州
北
部

豪
雨
で
は
、
多
数
の
山
腹
斜
面
が
崩
壊
し
、

こ
れ
に
伴
い
斜
面
上
に
生
育
し
て
い
た
立

木
が
大
量
の
流
木
と
な
り
、
下
流
に
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

福
岡
県
及
び
大
分
県
で
は
、
林
地
や
治
山

施
設
の
被
害
が
１
，０
８
５
ヵ
所
発
生
し
た

ほ
か
、
林
道
（
１
９
６
路
線
）
や
木
材
加

工
施
設
等
（
32
施
設
）
の
被
害
も
発
生
し

ま
し
た
。
ま
た
、
特
に
被
害
が
集
中
し
た

福
岡
県
朝
倉
市
及
び
東
峰
村
、
大
分
県
日

田
市
で
は
、
３
５
７
ha
の
山
腹
崩
壊
が
発

生
し
、こ
れ
に
伴
い
約
19
万
㎥
の
立
木
（
幹
、

枝
葉
及
び
根
を
含
む
）
が
被
害
を
受
け
た

と
推
計
さ
れ
、
そ
の
大
部
分
が
流
木
と
な
っ

た
と
み
ら
れ
ま
す
。

❷ 

林
野
庁
の
対
応

　

林
野
庁
で
は
、
災
害
発
生
直
後
か
ら
、

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
被
害
状
況
の
把
握
、

山
地
災
害
対
策
緊
急
展
開
チ
ー
ム
の
派
遣

に
よ
る
県
へ
の
支
援
（
林
野
９
月
号
参
照
）、

災
害
復
旧
事
業
の
早
期
着
手
な
ど
、
復
旧

に
向
け
た
取
組
を
速
や
か
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
７
月
12
日
に
「
流
木
災
害
等
に
対

す
る
治
山
対
策
検
討
チ
ー
ム
」
を
設
置
し
、

災
害
の
実
態
把
握
や
山
腹
崩
壊
の
発
生
メ

カ
ニ
ズ
ム
の
分
析
等
を
行
っ
た
上
で
、
全

国
的
な
見
地
か
ら
、
更
な
る
効
果
的
な
治

山
対
策
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
き

ま
し
た
。
11
月
２
日
に
こ
れ
ら
の
結
果
を

中
間
取
り
ま
と
め
と
し
て
公
表
し
ま
し
た

の
で
、
以
下
そ
の
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　 

「
流
木
災
害
等
に
対
す
る

❸ 

治
山
対
策
検
討
チ
ー
ム
」

　 

中
間
取
り
ま
と
め
の
概
要

●
山
地
災
害
の
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム

　

一
般
的
に
、
森
林
は
、
根
が
土
壌
を
保

累積雨量の比較
（福岡県朝倉市朝倉・大分県日田市日田）

山地災害の発生メカニズムのイメージ

① １時間降水量 50㎜※を上回る
ような強雨が長時間連続する
など、記録的な豪雨が発生

② 谷の最上流部にある凹んだ地
形へ多量の雨水が集中し、土
壌の深い部分まで浸透したこ
とから、立木の根が及ぶ範囲
より深い部分で崩壊が発生

③ 崩壊地に生育していた立木と
崩壊土砂が、著しく増大した
流水により、渓流周辺の立木
や土砂を巻き込みながら流下

※ 気象庁の用語では、１時間降水量
50㎜を超えると「非常に激しい
雨」とされます。

【山地災害の発生メカニズム】
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持
す
る
力
等
に
よ
り
、
崩
壊
を
防
止
す
る

働
き
を
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
災
害
に
お

い
て
も
、
森
林
の
根
は
十
分
発
達
し
て
お

り
、
山
地
災
害
防
止
機
能
が
発
揮
さ
れ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

一
方
、
今
回
被
災
し
た
山
腹
斜
面
の
多

く
は
、
24
時
間
降
水
量
が
５
０
０
㎜
を
超

え
る
記
録
的
な
豪
雨
に
よ
り
、
多
量
の
雨

水
が
土
壌
中
に
浸
透
し
、
森
林
の
山
地
災

害
防
止
機
能
の
限
界
を
超
え
、
斜
面
が
不

安
定
な
状
態
に
な
っ
た
た
め
に
崩
壊
し
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

●
具
体
的
な
対
策

　

森
林
の
山
地
災
害
防
止
機
能
を
発
揮
さ

せ
、
山
腹
崩
壊
の
発
生
を
防
止
す
る
こ
と

を
基
本
と
し
た
上
で
、
森
林
の
機
能
の
み

で
は
発
生
を
防
ぐ
こ
と
が
困
難
な
崩
壊
に

対
し
て
は
、
流
木
に
よ
る
被
害
の
防
止
・

軽
減
対
策
を
行
う
な
ど
、
土
砂
や
流
木
の

発
生
・
流
出
の
形
態
に
応
じ
た
き
め
細
か

な
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
森
林
を
、
山
腹
崩
壊
の

発
生
源
と
な
る
「
発
生
区
域
」、
流
木
等
の

流
下
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
大
き
く
な
る
「
流
下

区
域
」、
勾
配
が
比
較
的
緩
や
か
で
、
流
木

等
が
堆
積
し
は
じ
め
る
「
堆
積
区
域
」
に

区
分
し
、

◎ 

特
に
崩
壊
を
防
止
す
る
上
で
重
要
な
森

林
を
保
安
林
※
と
し
て
指
定
し
、
伐
採
を

規
制
す
る

◎ 

間
伐
等
の
森
林
整
備
を
行
い
、
根
の
発

達
を
促
す

◎ 

流
木
に
な
る
可
能
性
の
高
い
流
路
内
の

立
木
を
あ
ら
か
じ
め
伐
採
す
る

◎ 「
流
木
捕
捉
式
治
山
ダ
ム
」（
柱
状
の
構

造
で
流
木
を
捕
捉
す
る
機
能
を
持
つ
治

山
ダ
ム
）
を
設
置
す
る

等
の
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

※
保
安
林
と
は
、
水
源
の
か
ん
養
、
土
砂
の
崩
壊
そ
の

他
災
害
の
防
備
等
、
特
定
の
公
共
目
的
を
達
成
す
る

た
め
指
定
さ
れ
る
森
林
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に

沿
っ
た
森
林
の
機
能
を
確
保
す
る
た
め
、
立
木
の
伐
採

や
土
地
の
形
質
変
更
等
が
規
制
さ
れ
ま
す
。

❹ 

今
後
に
向
け
て

　

林
野
庁
は
、
山
地
災
害
の
発
生
す
る
お

そ
れ
の
あ
る
森
林
の
緊
急
点
検
を
行
い
、

早
急
に
流
木
対
策
を
行
う
べ
き
箇
所
を
選

定
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
箇
所
に
お
い
て
、

中
間
取
り
ま
と
め
を
踏
ま
え
た
効
果
的
な

治
山
対
策
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

「
流
木
災
害
等
に
対
す
る
治
山
対
策
検
討
チ
ー

ム
」
中
間
取
り
ま
と
め
は
、
林
野
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：

http://w
w

w
.rinya.m

aff.go.jp/j/press/
tisan/171102.htm

l

発生区域

流下区域

堆積区域

【具体的な対策のイメージ】
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